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横紋筋肉腫は骨及びリンパ節以外の間質組織に浸潤性

に発生する悪性腫瘍で，人では四肢，会陰部，膀胱，前

立腺，体幹，後腹膜などに発生した場合，治療に抵抗性

で予後不良といわれている［1, 2］．犬では膀胱に発生す

る胎児型横紋筋肉腫は，2歳以下の大型犬に見られ，腫

瘍の外観上“葡萄の房”のように見えるため葡萄状横紋

筋肉腫とも呼ばれている［3h10］．犬における膀胱横紋

筋肉腫の報告は少なく，1例［3］を除いて予後不良の

報告がされている［4h11］．今回，犬の膀胱に発生した

横紋筋肉腫に対し，膀胱全摘出術を実施したところ，手

術後約6年経過した現在も良好な予後が得られたのでそ

の概要を報告する．

症　　　　　例

症例は1歳3カ月齢の未去勢雄のラブラドール・レト

リバー，体重31.2kgで，2週間前から血尿，排尿困難を

主訴に主治医を受診した．膀胱全域に存在する腫瘤とそ

れに伴う水腎及び水尿管が認められたため，精査及び治

療を目的として麻布大学附属動物病院に来院した．初診

時（第1病日）の一般身体検査では，下腹部触診で確認

できるテニスボール大の腫瘤が存在していた．体表リン

パ節の腫脹は認められず，全血球算定及び末梢血塗抹，

血液生化学検査においても特に異常は認められなかっ

た．尿沈魏では赤血球，成熟好中球，マクロファージと

異型性のある移行上皮細胞が認められた．腹部超音波検
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要　　　　　約

1歳3カ月齢，未去勢のラブラドール・レトリバーが，血尿，頻尿を主訴に来院した．身体検査にて，下腹部に腫瘤

を認め，超音波検査，X線膀胱造影検査を実施したところ，膀胱三角部全域にわたる膀胱腫瘤が確認されたため，膀胱

全摘出術が実施された．摘出した膀胱は病理組織学的検査により胎児型横紋筋肉腫と診断された．手術後は，化学療法

を1回実施したが，その後は飼い主の希望により経過観察とした．現在，術後約6年が経過しているが，局所再発や遠

隔転移は認められず，良好な予後が得られている．―キーワード：犬，胎児型横紋筋肉腫，膀胱全摘出術．
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短 報

図1 初診時の膀胱超音波検査所見

膀胱三角部から膀胱内腔を占拠するような充実性の

腫瘤の様子が観察された

小動物臨床関連部門



査では，膀胱三角部から派生し，膀胱全域を占めるよう

な直径約4cmの腫瘤が存在し（図1），左右尿管の拡張

及び腎盂の拡張が観察されたが，腰下リンパ節群や他臓

器には特に異常は認められなかった．逆行性尿路造影検

査と膀胱二重造影検査では膀胱三角部全域を占める腫瘤

が，排泄性尿路造影検査では左右腎盂と尿管の拡張が確

認された（図2）．初診時から7日目で腫瘍の直径は1.5

倍に著しく増大し，排尿困難が悪化したため，症例の状

態改善と腫瘍根治を目的に第7病日に膀胱全摘出術を実

施することとした．

治 療 及 び 経 過

全身麻酔は前投薬としてアトロピン（アトロピン硫酸

塩注射液，田辺製薬譁，大阪）の皮下注射後にプロポフ

ォール（ラピノペット1％製剤，シェリング・プラウ

譁，東京）の静脈内注射で麻酔導入し，気管内挿管後は

イソフルラン（イソフル，大日本住友製薬譁，大阪）で

維持した．仰臥位に保定し腹部正中切開により開腹し

た．膀胱頭側面は比較的平滑であったが，膀胱三角部周

囲には漿膜面の隆起が観察された．左右尿管を膀胱近位

約1cmの位置で，膀胱頸部及び前立腺尿道を前立腺の

遠位1cmの位置でそれぞれ離断する形で膀胱全摘出を

行った．

尿道尿管の再建は，人の尿路変更術として使用されて

いる術後吻合部狭窄の少ないWallace法［12］を応用

し，両側の尿管断端を尿道径にあわせ縦切開を加え，隣

同士の断端を縫合して一本化し，その後尿道断端部と

端々吻合した．術中所見では，領域リンパ節に肉眼的異

膀胱全摘出術によって長期生存を認めた犬の横紋筋肉腫の1例
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図2 初診時の静脈性尿路造影所見

膀胱三角部に大きく存在する腫瘤（a）と左右腎臓の腎盂の拡大及び水尿管が確認された（a，b）

図3 摘出した腫瘍外観及び組織検査所見

a 膀胱内腔全域に腫瘤が確認された

b 特徴的な紡錘形細胞の腫瘍細胞が不規則な壊死領域を伴う小胞巣を形成していた（HE染色　×400）
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常は認められなかった．摘出された膀胱には，内腔全域

に葡萄の房状に増生している腫瘤が確認された．

病理組織学的検査結果では，膀胱腫瘤は潰瘍化した粘

膜から一部漿膜面及び周囲脂肪組織に達し，広範に正常

膀胱構造を置換していた（図3）．増殖細胞は円形から多

角形の大小さまざまな異型間葉系細胞の中に横紋筋肉腫

に特徴的な紡錘形の細胞が認められた．以上の所見から

膀胱に発生した胎児型横紋筋肉腫と診断された．尿管及

び前立腺尿道切除断端部には腫瘍細胞は認められなかっ

た．

術後経過は良好で第14病日には大学病院を退院し，

経過観察は主治医にて行うこととした．第21病日に直

径4cmに腫大した腰下リンパ節を確認，針生検により

幼若好中球，マクロファージ，リンパ芽球様細胞が確認

された．尿路細菌感染による炎症，腫瘍の転移を考慮し

5日間のプレドニゾロン（プレドニゾロン錠，田辺製薬

譁，東京）1mg/kg，SIDとオフロキサシン（タリビッ

ト錠，第一三共譁，東京）5mg/kg，SIDの内服とカル

ボプラチン（カルボプラチン注射液，沢井製薬譁，大

阪）150mg/m2 の投与を実施し，1日6回だったおしめ

交換を12回に増やし，陰部周囲に付着した尿を拭き取

り消毒することで尿路細菌感染及び尿接触性皮膚炎の再

発を予防した．第33病日に術後経過を確認する目的で

逆行性尿路造影を行った．尿管尿道吻合部において狭窄

を疑う所見が確認されたが，水腎及び水尿管の拡張程度

は術前と比較して大きな変化は認められなかった．血液

検査上も腎不全の悪化を示唆する所見は得られなかっ

た．第67病日には腰下リンパ節の縮小が見られ，一般

状態も安定した．飼い主の希望により化学療法は一回の

投与で終了した．その後，経過観察のため半年ごとに血

液検査，X線検査，超音波検査を行った．

術後約6年目の現在，術後と同様の尿管尿道吻合部狭

窄が見られるが，水腎症及び水尿管の進行，腎機能の悪

化，腫瘍の局所再発及び転移所見を示唆する異常は認め

られていない．また，尿路細菌感染や尿接触性皮膚炎も

なく良好に推移している（図4）．

考　　　　　察

犬の膀胱腫瘍は腫瘍全体の約2％であり，移行上皮癌

が大半を占める［13］．間葉系悪性腫瘍としては，平滑

筋肉腫や線維肉腫などがあり，その中に横紋筋肉腫が含

まれ，非常にまれな腫瘍である．組織学的に犬の横紋筋

肉腫は，人と同様に多形型，胞巣型，胎児型の3つに分

類され［8, 10］，胎児型の発生部位として膀胱三角部が

大半を占めている［3h7, 11］．

過去の発生例としては，2歳以下の大型犬が多く報告

され［3h5, 7, 10, 11, 14］，若齢の大型犬での血尿や排

尿困難，膀胱内腫瘤を認める症例において鑑別診断の一

つとして考慮されるべき疾患であると考えられた．

人では，膀胱三角部に発生した胎児型横紋筋肉腫は，

大半が根治を目的に膀胱全摘出を行い，抗癌剤多剤併用

と放射線療法が実施される［1］．

犬においては浸潤が進行した状態で発見されることが

多く，大半が腫瘍部分摘出後数カ月で死亡［4, 5, 8, 13］，

又は診断確定後に安楽死される［7, 10, 11］．唯一の術

後長期生存例としてSeniorら［3］の報告がある．彼ら

は，腫瘍の部分摘出を行い，食道バルーンカテーテルを

用いて狭窄した尿道を拡張させ，尿路閉塞を起こさない

ようにしながら，複数の抗癌剤を使用する化学療法で治

療を実施した．本症例とは術式及び腫瘍の切除が不完全

であったという違いはあるが，長期生存の条件として遠

隔転移が認められず，尿路閉塞を起こさずに術後の

QOLを維持できたことが要因と考えられた．

術後は，排尿を自己制御できなくなることから，入江
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図4 第33病日及び初診日から約6年目の逆行性尿路造影所見

a 第33病日．尿管尿道吻合部において狭窄を疑う所見が確認されたが，水尿管の拡張程度は術前と比較して大き

く変化は認められなかった

b 初診から約6年目．水腎症と水尿管症に大きな変化がなく良好に推移している

a b



ら［15］の報告にあるような尿路細菌感染と尿接触性皮

膚炎が危惧された．本症例では，第21病日に排尿管理

が原因の逆行性尿路細菌感染が起きた可能性を疑い，お

むつ交換と消毒の回数を増すことで尿路細菌感染及び尿

接触性皮膚炎の発症を予防しQOLを維持することがで

きた．これは，本来の天然孔である外尿道口から排尿で

きているためと考えられた．したがってこのことは，尿

接触性皮膚炎の軽減や尿管理の容易さ，尿路細菌感染の

予防へ繋がる重要な要因であると思われた．また膀胱全

摘出術後には尿失禁状態となることから，飼い主への十

分なインフォームドコンセントが重要であると考えられ

た．

術後の化学療法として，過去に2例のみ報告［3, 11］

があるが，有効性は確立されていない．本症例では，カ

ルボプラチンを使用したが，低用量で一度だけの使用で

あったことから化学療法の効果が予後に影響していたと

は考えにくかった．

本手術の術後の合併症として，尿管尿道吻合部の狭窄

による水腎症及び水尿管症の進行や腎機能の悪化，尿路

細菌感染及び尿接触性皮膚炎を発症し，QOLを低下さ

せることが考えられるため，継続的な血液検査やX線検

査，超音波検査などが必要である．

本症例では，術後から約6年経過した現在も，第33

病日と同様に慢性的な尿管尿道吻合部狭窄による水腎症

及び水尿管症が認められるが，腎機能の悪化や尿路細菌

感染，接触性皮膚炎もなくQOLは維持されている．

長期生存を認める今回の症例では，広範囲に及んでい

る浸潤性の強い膀胱横紋筋肉腫を完全に除去するため，

積極的に膀胱全摘出術を行った．そして予後良好な結果

が得られた．このことから本症例において，膀胱全摘出

術が有効な治療法であったと考えられた．

病理組織学的所見につきご指導ご助言をいただいた斑目広郎

教授に感謝する．
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Long-Term Survival of a Dog After Total Cystectomy for Rhabdomyosarcoma

Daisuke SHIGA＊, Mika MISHINA, Hiroshi AOKI, Hiroshi ISHII 
and Toshifumi WATANABE†

＊Simba Animal Hospital, 2 h10 h15 Ohashi, Meguro-ku, 153h0044, Japan

SUMMARY

A 15-month-old intact male Labrador Retriever presented with hematuria and pollakiuria.  On physical exam-
ination, a lower abdominal mass was palpated.  Abdominal ultrasonography and contrast cystography revealed
a urinary bladder mass that extended over the entire trigonal area.  A total cystectomy was performed, and
embryonal rhabdomyosarcoma was diagnosed by histopathological examination of the bladder.  Postopera-
tively, the dog received a single dose of systemic chemotherapy, which was not continued at the owner’s
request.  At the time of this report, 6 years after the cystectomy, the dog was free of recurrence and metasta-
sis and had maintained good health. ― Key words : dog, embryonal rhabdomyosarcoma, total cystectomy.
† Correspondence to : Toshifumi WATANABE (Azabu University Teaching Animal Hospital)
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